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株
主
総
会
の
議
長
の
法
的
地
位

力日

藤

修

第第第第
四三二一
節節節節

は
じ
め
に

株
主
総
会
の
議
長
の
法
的
地
位
に
関
す
る
学
説

学
説
の
検
討

ま
と
め

株主総会の議長の法的地位

第
一
節
は
じ
め
に

　
株
主
総
会
の
議
長
に
つ
い
て
は
、
現
行
商
法
典
の
第
二
三
七
条
ノ
四
の
第
一
項
に
「
総
会
ノ
議
長
ハ
定
款
二
定
メ
ザ
リ
シ
ト
キ
ハ

総
会
二
於
テ
之
ヲ
選
任
ス
」
と
規
定
さ
れ
、
更
に
、
同
条
二
項
は
、
「
議
長
ハ
総
会
ノ
秩
序
ヲ
維
持
シ
議
事
ヲ
整
理
ス
」
と
し
、
同

条
三
項
は
、
「
議
長
ハ
其
ノ
命
二
従
ハ
ザ
ル
者
其
ノ
他
ノ
総
会
ノ
秩
序
ヲ
乱
ス
者
ヲ
退
場
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
第
二
四
四
条
二
項
は
、
株
主
総
会
の
議
事
録
に
関
し
て
、
「
議
事
録
ニ
ハ
議
事
ノ
経
過
ノ
要
領
及
其
ノ
結
果
ヲ
記
載
シ
議
長

1



法学研究72巻12号（’99：12）

並
二
出
席
シ
タ
ル
取
締
役
之
二
署
名
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
し
、
第
二
五
六
条
ノ
三
第
五
項
は
、
取
締
役
選
任
の
累
積
投
票
に
つ
き

「
第
一
項
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
議
長
ハ
議
決
二
先
チ
同
項
ノ
請
求
ア
リ
タ
ル
旨
ヲ
宣
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸

規
定
を
見
て
い
る
と
、
株
主
総
会
の
議
長
の
法
的
地
位
と
そ
の
権
限
に
つ
い
て
、
明
確
で
あ
り
、
何
の
間
題
も
な
い
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
株
主
総
会
に
お
け
る
議
長
と
い
う
職
務
を
取
り
扱
う
も
の
の
存
在
に
つ
い
て
は
法
律
に
特
に
規
定
が
な
く
て
も
認
め
ら
れ
る

が
、
そ
れ
が
、
法
律
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
る
か
が
明
定
さ
れ
て
い
る
し
、
昭
和
五
六
年
商
法
改
正
以
前
は
、
会
議
体
の

通
則
と
い
う
一
般
的
社
会
通
念
に
属
す
る
も
の
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
議
長
の
株
主
総
会
秩
序
維
持
・
議
事
整
理
権
限
や
株
主

総
会
秩
序
麗
乱
者
退
場
命
令
権
限
が
こ
れ
ま
た
法
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
株
主
総
会
の
議
長
の
選
任
と
権
限
に
つ
い
て
法
定

さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
確
か
に
、
議
長
は
、
会
社
組
織
上
の
地
位
と
し
て
、
会
社
機
関
の
一
種
と
し
て
考
え
て
も
、
何
の
疑
問
も
な
い

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
株
主
総
会
議
長
の
退
場
命
令
の
適
法
性
が
争
わ
れ
た
最
近
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
当
然
の
ご
と
く
会
社

機
関
の
一
種
で
あ
る
と
の
前
提
の
も
と
に
、
訴
訟
当
事
者
も
裁
判
所
も
法
律
論
を
展
開
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

平
成
八
年
一
〇
月
一
七
日
の
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
三
九
号
一
三
七
頁
以
下
合
九
九
七
年
〉
）
に
お
い
て
、
原
告

で
あ
る
株
主
は
、
株
主
総
会
議
長
の
違
法
な
退
場
命
令
に
よ
り
株
主
権
の
行
使
を
妨
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
精
神
的
損
害
を
受
け

た
の
で
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
、
議
長
個
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、
当
然
の
ご
と
く
直
接
会
社
に
対
し
て
、
九

〇
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
を
し
て
い
る
。
被
告
と
さ
れ
た
会
社
も
自
分
の
こ
と
と
し
て
原
告
で
あ
る
株
主
の
主
張
に
反
論
を
し
て
い

る
も
の
と
受
け
取
れ
る
主
張
を
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
「
被
告
の
取
締
役
に
は
原
告
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
義
務
は
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
…
…
原
告
の
質
問
事
項
は
本
件
株
主
総
会
の
目
的
事
項
と
は
関
係
が
な
い
か
ら
被
告
に
お
い
て
返
事
を
す
る

性
格
の
も
の
で
は
な
い
旨
説
明
し
た
こ
と
に
何
ら
不
当
な
点
は
な
い
。
し
か
る
に
…
…
原
告
は
右
説
明
に
納
得
せ
ず
、
不
平
不
満
を
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言
い
、
不
規
則
発
言
を
続
け
、
議
長
の
発
言
中
止
命
令
に
も
従
わ
ず
、
さ
ら
に
不
規
則
発
言
を
継
続
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、

原
告
の
言
動
は
罵
声
、
怒
号
、
ヤ
ジ
や
悪
口
雑
言
を
並
べ
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
議
長
は
、
不
規
則
発
言
を
中
止
し
な
い
と
退
場
を

命
ず
る
旨
再
三
警
告
し
た
が
、
そ
れ
で
も
原
告
は
不
規
則
発
言
を
中
止
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
本
件
株
主
総
会
を
混
乱
に
陥
ら
せ
、
議

事
の
進
行
を
妨
害
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
議
長
は
、
原
告
が
命
令
に
従
わ
ず
、
本
件
株
主
総
会
の
秩
序
を
乱
し
た
も
の
と
し

て
、
商
法
壬
二
七
条
ノ
四
第
三
項
に
基
づ
き
、
原
告
に
対
し
退
場
を
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
退
場
命
令
に
権
限
濫
用
等
の
違
法

な
点
は
存
在
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
…
以
上
の
次
第
で
、
原
告
の
本
件
請
求
は
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も

な
く
理
由
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
」
と
判
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
会
社
組
織
上
の
地
位
と
し

て
、
会
社
機
関
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
議
長
の
行
為
は
、
機
関
を
通
じ
た
行
為
と
し
て
即
、
会
社
の
行
為
に
な
り
、

株
主
総
会
の
議
長
の
権
限
行
使
が
適
法
で
あ
れ
ば
、
会
社
に
違
法
行
為
は
な
い
と
の
筋
道
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
と
し
て
は
、

議
長
の
退
場
命
令
に
違
法
が
な
い
と
す
れ
ば
、
最
終
的
に
、
会
社
に
責
任
は
な
い
、
つ
ま
り
、
原
告
の
請
求
棄
却
と
結
論
づ
け
れ
ば

良
い
の
だ
か
ら
、
株
主
総
会
議
長
の
法
的
地
位
、
つ
ま
り
、
株
主
総
会
議
長
と
会
社
の
関
係
に
つ
い
て
、
事
件
と
の
関
係
で
法
的
に

説
明
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
き
説
明
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
裁
判
所
の
結
論
に
批
判
が
向
け

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
裁
判
所
の
判
決
文
が
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
会
社
組
織
法
上
の
地
位
と
し
て
、
会
社
機
関
の
一
種

で
あ
る
と
の
見
解
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
前
提
は
妥

当
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
、
株
主
総
会
の
議
長
の
法
的
地
位
に
関
す
る
学
説
を
調
べ
て
検
討
し
、
株
主
総
会
議
長

は
、
株
主
総
会
と
い
う
会
議
体
の
長
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
会
社
の
機
関
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
み
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ

る
。

3
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第
二
節
株
主
総
会
の
議
長
の
法
的
地
位
に
関
す
る
学
説

　
株
主
総
会
の
議
長
は
、
会
社
機
関
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
原
寛
一
博
士
は
、
株
主
総
会
の
「
議

長
も
、
一
種
の
会
社
機
関
と
し
て
、
取
締
役
の
場
合
（
二
五
四
皿
）
に
準
じ
、
会
社
と
の
間
に
準
委
任
関
係
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
会
社
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
出
席
株
主
に
対
し
て
も
、
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
の
規
定

（
二
六
六
ノ
三
1
）
を
類
推
適
用
し
て
、
議
長
に
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ

　
　
（
1
）

ろ
う
。
」
と
さ
れ
、
議
長
は
会
社
機
関
で
あ
る
と
の
説
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
蓮
井
良
憲
教
授
は
、
株
主
総
会
の
「
議
長
は
議
事
の
整
理
進
行
を
司
会
す
る
一
種
の
会
社
機
関
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
取
締
役
の

場
合
に
準
じ
て
（
商
二
五
四
条
三
項
）
、
会
社
と
の
間
に
準
委
任
関
係
が
あ
る
と
み
て
、
議
長
が
そ
の
職
務
執
行
に
際
し
、
そ
の
執
行

を
怠
り
、
権
限
を
濫
用
す
れ
ば
、
会
社
に
対
す
る
責
任
を
負
う
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
出
席
株
主
に
対
し
て
も
、
取
締
役
の

第
三
者
に
対
す
る
責
任
（
商
二
六
六
条
ノ
3
、
1
項
）
を
類
推
適
用
し
て
、
議
長
に
悪
意
ま
た
は
重
過
失
あ
る
場
合
に
は
、
損
害
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

償
責
任
を
負
う
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
、
前
出
の
西
原
寛
一
博
士
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
主
張
を
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
藤
義
雄
教
授
は
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
株
主
「
総
会
の
代
表
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
局
に
お
い
て
、
取
締
役
と
同
様
、
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

社
の
機
関
で
あ
る
、
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
取
締
役
と
い
う
法
的
な
地
位
は
、
代
表
取
締
役
の
よ
う
な
会
社
機

関
と
な
り
得
た
り
、
取
締
役
会
と
い
う
会
社
機
関
の
構
成
員
に
な
り
得
る
立
場
で
あ
る
が
、
こ
の
説
も
前
二
説
と
同
じ
よ
う
に
、
株

主
総
会
の
議
長
を
取
締
役
に
な
ぞ
ら
え
て
理
解
し
て
い
る
。

　
境
一
郎
教
授
は
、
株
主
総
会
の
「
議
長
は
一
種
の
会
社
機
関
と
し
て
会
社
に
対
し
て
準
委
任
関
係
に
立
つ
…
…
と
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
職
務
権
限
に
つ
い
て
商
法
は
議
事
録
へ
の
署
名
（
二
四
四
H
）
、
累
積
投
票
の
際
の
宣
言
（
二
五
六
の
三
W
）
を
要
す
る
旨
を
規

4
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定
す
る
ほ
か
は
、
（
　
筆
者
注
ー
昭
和
四
三
年
現
在
で
は
）
特
別
の
規
定
を
お
い
て
い
な
い
が
、
総
会
の
成
立
・
開
会
・
議
事
・

閉
会
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
指
揮
運
営
す
る
職
務
権
限
が
あ
る
と
解
さ
れ
（
通
説
）
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
会
社
に
対
し
て
責
任
を

　
　
（
4
）

負
う
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
株
主
総
会
の
議
長
は
会
社
と
は
準
委
任
の
関
係
に
立
つ
会
社
機
関
と
の
立
場
で
あ
る
。

　
山
口
幸
五
郎
教
授
は
、
株
主
総
会
の
「
議
長
は
会
社
の
機
関
た
る
総
会
を
主
宰
す
る
一
種
の
会
社
機
関
た
る
地
位
に
あ
た
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
の
権
限
の
行
使
に
あ
た
っ
て
は
、
議
事
を
公
正
に
運
営
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
大
隅
健
一
郎
博
士
H
今
井
宏
教
授
は
、
株
主
総
会
の
「
議
長
が
そ
の
職
責
を
怠
り
ま
た
は
権
限
を
濫
用
し
た
結
果
、
総
会
の
議
事

の
運
営
が
公
正
を
欠
く
と
き
は
、
決
議
取
消
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
（
商
二
四
七
1
1
）
、
ま
た
会
社
に
対
し
て
議
長
の
損
害
賠

償
責
任
を
生
ず
る
。
議
長
は
一
種
の
会
社
機
関
と
し
て
会
社
に
対
し
て
準
委
任
の
関
係
に
立
つ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
商
二
五
四
皿
類
推
）
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
会
社
機
関
の
一
種
と
解
す
る
多
数
説
の
代
表
的
な
も
の

を
紹
介
し
て
み
た
が
、
何
故
に
会
社
機
関
で
あ
る
か
は
あ
ま
り
説
明
せ
ず
、
む
し
ろ
、
株
主
総
会
の
議
長
と
会
社
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
商
法
二
五
四
条
三
項
に
明
文
規
定
の
あ
る
取
締
役
と
会
社
と
の
委
任
関
係
に
な
ぞ
ら
え
、
株
主
総
会
の
議
長
の
責
任
の
由
来

を
説
明
し
よ
う
と
の
態
度
が
目
立
つ
。
株
主
総
会
の
議
長
と
い
う
も
の
は
、
会
議
体
と
し
て
の
株
主
総
会
の
運
営
上
、
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
更
に
、
議
事
録
へ
の
署
名
や
累
積
投
票
の
際
の
宣
告
な
ど
に
つ
い
て
株
主
総
会
の
議
長
の
役
割
が
法
文
上

明
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
当
然
の
ご
と
く
会
社
機
関
の
一
種
と
解
さ
れ
、
何
故
に
そ
れ
が
会
社
機

関
で
あ
る
か
の
根
拠
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
、
論
ず
る
必
要
も
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
学
説
の
中
に
は
、
株
主
総
会
の
議
長
に
つ
い
て
、
微
妙
か
つ
絶
妙
な
説
明
を
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鈴
木
竹
雄
博
士

は
、
株
主
総
会
の
「
議
長
は
、
こ
の
よ
う
に
総
会
の
議
事
の
運
営
を
と
り
し
き
る
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
株
主
総
会
の

構
成
員
で
は
な
く
、
む
し
ろ
株
主
総
会
の
機
関
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
長
と
し
て
議
決
権
を
有
す
る
も
の

5
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（
7
）

で
は
な
い
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
株
主
総
会
の
議
長
は
「
株
主
総
会
の
機
関
」
と
い
う
説
明
は
、
ま
こ
と

に
も
っ
て
含
蓄
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
株
式
会
社
の
機
関
」
と
は
表
現
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
株
式
会
社
の
機
関
」

で
は
な
い
と
明
確
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
微
妙
か
つ
絶
妙
と
い
い
得
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
、
株
主
総
会

の
議
長
の
こ
と
を
「
会
社
の
機
関
」
の
一
種
で
あ
る
と
は
明
言
し
な
い
学
説
に
接
し
得
る
の
で
あ
る
。
森
本
滋
教
授
は
、
「
商
法
は
、

議
長
と
会
社
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
（
二
五
四
皿
対
照
）
。
議
長
は
総
会
の
議
事
運
営
と
い
う
特
殊
の
会
社
事
務
の
委
託

を
受
け
て
お
り
、
両
者
の
関
係
は
準
委
任
契
約
関
係
と
し
て
、
民
法
の
委
任
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
民
六
五
六
）
。
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
株
主
総
会
の
構
成
員
で
は
な
く
、
株
主
総
会
の
機
関
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
」
と
さ
れ
、
前
出
の
鈴
木
竹
雄
博

士
の
学
説
を
注
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
も
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
株
主
総
会
の
機
関
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
解
し
、
「
会

社
の
機
関
」
の
一
種
と
は
明
言
し
な
い
学
説
を
見
出
し
、
大
い
に
示
唆
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
会
社
の
機
関
」
で
は
な
い
と
明
確
に
否
定
さ
れ
る
の
は
倉
澤
康
一
郎
教
授
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
議
長

は
、
定
款
に
定
め
が
な
い
と
き
は
、
総
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
（
商
法
二
一
二
七
条
ノ
四
第
一
項
）
、
議
長
に
は
、
総
会
の
秩
序
維
持
お

よ
び
職
務
権
限
が
あ
り
、
秩
序
を
乱
す
者
を
退
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
商
二
一
二
七
条
ノ
四
第
二
項
・
三
項
）
。

こ
れ
ら
は
、
会
議
体
の
一
般
法
則
か
ら
い
っ
て
当
然
の
事
理
で
あ
る
が
、
特
に
総
会
屋
排
除
の
た
め
、
法
が
議
長
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
の
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
議
長
が
こ
れ
ら
の
権
限
を
濫
用
し
た
場
合
に
は
、
決
議
取
消
の

事
由
と
な
る
（
商
法
二
四
七
条
一
項
一
号
）
。
た
だ
し
、
議
長
は
会
社
の
機
関
で
は
な
い
か
ら
、
議
長
の
行
為
が
株
主
に
対
し
て
損
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
あ
た
え
た
と
し
て
も
、
当
然
に
会
社
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
」
と
主
張
さ
れ
、
は
っ
き
り
と
、
株
主
総

会
の
議
長
は
会
社
の
機
関
で
は
な
い
と
明
言
し
、
多
数
説
に
反
対
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
、
学
説
を
検
討
し
、
倉

澤
教
授
が
主
張
さ
れ
る
反
対
説
が
妥
当
で
あ
る
旨
を
主
張
し
て
み
た
い
。

6
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（
一
九
八
三
年
）

（
8
）

（
9
）

　号・

西
原
寛
一
「
株
主
総
会
の
運
営
」
田
中
耕
太
郎
編
・
株
式
会
社
法
講
座
三
巻
八
六
三
頁
（
一
九
五
八
年
）
。

蓮
井
良
憲
「
株
主
総
会
の
議
長
」
政
経
論
集
七
号
一
号
一
六
四
頁
（
一
九
五
七
年
）
。

佐
藤
義
雄
「
株
主
総
会
と
議
長
」
産
業
経
済
論
叢
二
巻
二
号
一
〇
六
頁
（
一
九
六
七
年
）
。

境
一
郎
・
注
釈
会
社
法
二
三
〇
条
ノ
ニ
注
一
二
（
四
巻
二
三
頁
）
（
一
九
六
八
年
）
。

山
口
幸
五
郎
「
第
三
章
　
株
主
総
会
の
議
事
」
大
隅
健
一
郎
編
・
株
主
総
会
一
二
一
頁
（
一
九
六
九
年
）
。

大
隅
健
一
郎
ロ
今
井
宏
・
会
社
法
論
中
巻
（
第
三
版
）
八
三
頁
、
八
四
頁
（
一
九
九
二
年
）
。

鈴
木
竹
雄
「
株
主
総
会
の
議
長
」
新
商
法
演
習
1
会
社
qD
二
〇
八
頁
（
一
九
七
四
年
）
。
な
お
、
同
上
・
会
社
法
演
習
H
三
五
頁

　
　
　
　
も
同
旨
。

森
本
滋
・
新
版
注
釈
会
社
法
二
一
二
七
条
ノ
四
注
八
（
五
巻
一
六
四
頁
、
一
六
五
頁
）
（
一
九
八
六
年
）
。

倉
澤
康
一
郎
・
「
2
　
株
主
総
会
の
運
営
」
会
社
法
改
正
の
論
理
一
七
九
頁
（
一
九
九
四
年
）
（
初
出
　
税
経
セ
ミ
ナ
ー
二
七
巻
三

一
九
八
二
年
）
。第

三
節
　
学
説
の
検
討

株主総会の議長の法的地位

　
株
主
総
会
は
、
株
式
会
社
に
お
け
る
法
定
の
必
要
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
、
株
主
総
会
は
、
意
思
決
定
機
関
と
さ
れ
て
い
る
。
株

主
総
会
そ
れ
自
身
は
、
株
主
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
体
で
あ
り
、
決
議
と
い
う
方
式
で
会
社
の
意
思
を
決
定
す
る
。
株
主
は
、
た

だ
漫
然
と
集
合
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
手
続
の
も
と
で
、
目
的
を
持
っ
て
集
合
す
る
。
そ
こ
に
一
つ
の
会
議
体
が
形
成
さ
れ
る
。

そ
の
会
議
体
が
、
円
滑
に
決
議
を
す
る
た
め
に
は
、
会
議
の
目
的
に
そ
っ
て
、
誰
か
が
端
緒
を
開
き
、
議
題
を
整
理
し
、
意
見
を
集

約
し
て
、
多
数
決
に
よ
っ
て
意
思
決
定
す
る
に
至
る
ま
で
音
頭
を
と
る
な
り
、
世
話
を
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
こ
こ
に
、
株
主
総
会

の
議
長
が
登
場
す
る
基
盤
が
あ
る
。
会
議
体
で
あ
る
株
主
総
会
が
、
民
主
主
義
の
原
理
に
従
っ
て
、
決
議
を
す
る
た
め
に
は
、
名
称

7
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と
か
、
活
動
の
実
体
に
つ
い
て
は
種
々
の
様
相
が
あ
る
と
し
て
も
、
議
長
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
が
、
制
度
自
体
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
。
議
長
が
な
く
て
も
株
主
総
会
決
議
が
成
立
し
得
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
発
端
か
ら
決
議
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
精
査
す
れ
ば
、
要
所
、
要
所
に
ま
と
め
役
な
り
整
理
役
な
り
、

そ
の
他
世
話
役
な
り
の
役
割
を
演
ず
る
も
の
が
、
同
一
単
数
の
人
物
に
し
ろ
、
集
団
指
導
的
な
複
数
の
人
物
団
に
し
ろ
存
在
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
も
株
主
総
会
の
議
長
と
評
価
し
て
よ
い
。
株
主
総
会
と
い
う
会
議
体
に
は
、
そ
の
長
と
し
て
議
長
な
る
も
の
が

必
要
と
さ
れ
る
。
会
議
体
の
長
と
し
て
の
議
長
は
、
株
主
総
会
と
い
う
会
議
体
活
動
の
端
緒
を
開
き
、
決
議
に
至
る
ま
で
の
役
割
を

に
な
う
。
議
長
は
、
株
主
総
会
と
い
う
特
定
の
目
的
を
有
し
必
要
に
応
じ
て
そ
の
つ
ど
形
成
さ
れ
る
組
織
を
活
動
さ
せ
る
仕
組
上
の

地
位
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
株
主
総
会
自
体
は
法
人
で
は
な
い
け
れ
ど
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
株
主
総
会
の
機
関
」
と
か
「
株

主
総
会
の
機
関
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
と
い
う
表
現
は
、
実
体
を
示
す
た
め
の
巧
妙
な
工
夫
と
い
い
得
る
。

　
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
株
主
総
会
の
機
関
」
あ
る
い
は
「
株
主
総
会
の
機
関
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
と
理
解
さ
れ
る
か
ら
、
そ

れ
は
、
最
終
的
に
は
「
会
社
の
機
関
」
と
解
し
て
も
よ
い
と
す
る
こ
と
に
は
論
理
の
飛
躍
が
あ
り
妥
当
で
は
な
い
。
株
主
総
会
自
体

は
、
会
社
組
織
の
中
で
は
、
自
己
完
結
型
の
独
立
の
組
織
な
の
だ
か
ら
、
株
主
総
会
自
体
を
活
動
さ
せ
る
仕
組
上
の
地
位
で
あ
る
議

長
が
、
自
己
完
結
型
の
独
立
の
組
織
を
飛
び
出
て
、
い
き
な
り
「
会
社
の
機
関
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
、
株
主
総
会
の
自
己

完
結
型
の
独
立
の
組
織
と
い
う
性
格
に
矛
盾
す
る
こ
と
と
な
る
。
株
主
総
会
は
取
締
役
や
監
査
役
を
選
任
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ

れ
ら
を
解
任
し
、
そ
れ
ら
役
員
か
ら
操
縦
さ
れ
な
い
自
己
完
結
型
の
独
立
の
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
会
社
の
統
治

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
株
主
総
会
の
議
長
を
株
主
総
会
の
枠
を
越
え
て
、
「
会
社
の
機
関
」

と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
会
社
権
力
構
造
の
分
権
的
発
想
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
株
主
総
会
の
議
長
は
、
会
議
体
の
長
と
し
て
、
株
主
総
会
そ
れ
自
体
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
独
立
の
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
の

8
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が
妥
当
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
議
長
は
、
株
主
総
会
と
い
う
「
会
社
の
機
関
」
を
構
成
す
る
株
主
よ
り
事
務
の
委
託
を
受
け
た
受
任

者
と
し
て
、
会
社
と
は
別
の
独
立
の
存
在
、
つ
ま
り
、
民
法
上
の
委
任
の
法
理
に
基
づ
く
独
立
の
受
任
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
株

主
総
会
の
議
長
を
「
会
社
の
機
関
」
と
解
す
る
と
、
専
ら
議
長
の
役
割
や
機
能
を
中
心
に
議
長
の
こ
と
が
商
法
に
法
定
さ
れ
て
い
る

現
状
で
は
、
株
主
総
会
の
議
題
を
用
意
し
、
そ
の
招
集
を
決
定
す
る
取
締
役
会
や
招
集
通
知
を
発
す
る
代
表
取
締
役
の
傘
下
に
株
主

総
会
の
議
長
は
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
独
立
性
を
喪
失
し
、
権
力
分
立
的
発
想
の
も
と
に
お
け
る
機
関
と
し
て
の
株
主
総
会

の
機
能
そ
の
も
の
も
害
す
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
株
主
総
会
の
議
長
に
つ
い
て
は
、
定
款
に
そ
の
定
め
が
あ
り
、
取
締
役
社
長
が
就
任
す
る
と
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

本
来
的
に
は
、
株
主
総
会
の
議
長
な
る
も
の
は
、
総
会
ご
と
に
そ
の
つ
ど
選
任
さ
れ
る
の
が
本
筋
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
何
故
に

商
法
二
一
二
七
条
ノ
四
第
一
項
に
お
い
て
定
款
に
定
め
る
こ
と
を
許
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
株
主
総
会
は
、
相
互
に
脈
絡
も
面
識
も

な
い
株
主
が
つ
ど
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
株
主
が
招
集
さ
れ
た
時
点
で
、
会
議
体
の
長
と
し
て
の
議
長
を
選
任
す
る
こ
と
に

は
多
大
の
困
難
が
伴
う
。
そ
こ
で
、
事
務
の
合
理
化
の
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
定
款
規
定
が
便
宜
的
に
許
容
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
定
款
規
定
に
誰
が
議
長
に
就
任
す
る
か
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
根
拠
に
、
株
主

総
会
の
議
長
は
「
会
社
の
機
関
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
を
覚
え
る
。

　
株
主
総
会
の
議
長
に
は
、
商
法
二
三
七
条
ノ
四
第
二
項
と
三
項
に
よ
り
総
会
秩
序
維
持
・
議
事
整
理
権
限
と
株
主
総
会
秩
序
撹
乱

者
退
場
命
令
権
限
が
明
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
権
限
は
、
仮
に
法
律
規
定
が
な
く
て
も
会
議
体
の
長
で
あ
る
株
主
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

会
議
長
に
、
会
議
体
の
通
則
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
、
議
長
の
権
限
が
明
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
会
社
の
機
関
」
で
あ
る
と
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
商
法
二
四
四
条
二
項
は
、

株
主
総
会
の
議
長
に
、
総
会
議
事
録
へ
の
署
名
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
議
事
録
の
書
証
と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に

9
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確
認
と
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
べ
く
署
名
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
株
主
総
会
の
議
長
が
、
「
会
社
の
機
関
」
と
し
て

行
為
を
し
、
会
社
自
身
が
署
名
行
為
を
し
た
と
評
価
す
る
必
要
は
な
い
。
会
議
体
の
長
の
会
議
体
意
思
の
確
認
行
為
と
理
解
す
れ
ば

充
分
で
あ
る
。
商
法
二
五
六
条
ノ
三
第
五
項
に
よ
れ
ば
、
取
締
役
選
任
の
累
積
投
票
に
あ
た
り
、
冒
頭
に
て
、
株
主
総
会
の
議
長
が

そ
の
旨
の
請
求
の
あ
っ
た
こ
と
を
宣
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
不
意
打
ち
防
止
の
た
め
の
単
な
る
確
認
行
為
を
明
定

し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
株
主
総
会
の
議
長
は
「
会
社
の
機
関
」
で
あ
る
と
理
由
づ
け
た
り
、

あ
る
い
は
、
議
長
が
会
社
自
身
の
行
為
と
な
る
か
た
ち
で
、
重
々
し
く
も
宣
告
し
て
い
る
と
は
理
解
で
き
な
い
。
株
主
総
会
の
議
長

は
、
会
議
体
の
長
と
し
て
、
会
議
体
で
の
円
滑
な
意
思
決
定
と
後
々
の
不
意
打
ち
で
あ
る
と
の
紛
争
予
防
の
た
め
に
累
積
投
票
に
よ

る
旨
の
請
求
が
あ
っ
た
こ
と
を
宣
告
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
で
必
要
に
し
て
か
つ
充
分
と
思
わ
れ
る
。

　
仮
に
、
株
主
総
会
の
議
長
が
「
会
社
の
機
関
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
議
長
の
行
為
は
即
会
社
の
行
為
と
な
る
。
従
っ
て
、
民
法
四

四
条
の
基
盤
の
も
と
で
、
株
主
総
会
の
議
長
の
違
法
行
為
は
、
議
長
が
代
表
機
関
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

社
自
身
の
不
法
行
為
と
な
り
、
会
社
に
責
任
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
会
議
体
の
長
と
し
て
、
株

主
総
会
そ
れ
自
体
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
独
立
の
存
在
で
あ
り
、
株
主
総
会
と
い
う
機
関
を
構
成
す
る
株
主
よ
り
事
務
の
委
託
を
受

け
た
独
立
の
受
任
者
と
解
す
れ
ば
、
そ
の
独
立
性
と
自
己
の
裁
量
に
よ
る
活
動
ゆ
え
に
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
自
分
自
身
で
個
人

責
任
を
負
担
す
る
の
で
民
法
四
四
条
の
法
人
の
不
法
行
為
能
力
に
関
す
る
法
理
と
民
法
七
一
五
条
の
使
用
者
責
任
の
法
理
は
適
用
さ

　
　
（
6
）

れ
な
い
。
株
主
総
会
と
い
う
機
関
を
構
成
す
る
株
主
と
株
主
総
会
の
議
長
の
間
の
法
律
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
間
を
基
盤
と
す

る
委
任
の
法
理
で
規
律
さ
れ
る
。
正
確
に
は
、
法
律
行
為
以
外
の
事
務
の
委
託
で
あ
る
か
ら
準
委
任
で
あ
る
。
株
主
総
会
の
議
長
に

違
法
行
為
が
あ
っ
て
も
、
議
長
は
個
人
と
し
て
責
任
を
負
担
す
る
の
で
あ
り
、
会
社
が
議
長
の
責
任
を
民
法
四
四
条
や
七
一
五
条
に

基
づ
い
て
負
担
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
株
主
総
会
議
長
の
違
法
行
為
が
株
主
総
会
の
健
全
な
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
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合
は
、
決
議
の
毅
疵
と
し
て
決
議
取
消
事
由
と
な
る
。
株
主
総
会
と
い
う
機
関
を
構
成
す
る
株
主
全
体
と
議
長
の
間
で
一
つ
の
委
任

契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
無
理
に
構
成
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
、
短
期
間
の
事
務
に
限
定
し
た
無
償
委
任
な
の
で
、
個
々
の
株
主

と
議
長
と
の
間
に
複
数
の
契
約
関
係
が
成
立
す
る
と
解
し
て
も
法
律
関
係
は
複
雑
化
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
株
主
総
会
の
円
滑
な
進

行
と
い
う
こ
と
で
、
本
来
の
株
主
総
会
議
長
選
任
の
た
め
に
、
取
締
役
会
側
で
仮
議
長
の
提
案
が
あ
り
、
株
主
総
会
で
そ
の
仮
議
長

の
就
任
が
承
諾
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
段
階
で
個
々
の
株
主
と
仮
議
長
の
間
で
、
こ
れ
ま
た
複
数
の
委
任
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
会
社
の
定
款
に
株
主
総
会
の
議
長
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
の
た
め
で
あ
り
、
そ
の
者
が
議

長
に
就
任
す
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
、
株
主
と
議
長
の
間
で
委
任
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

株主総会の議長の法的地位

（
1
）
松
井
一
郎
「
議
長
の
地
位
と
権
限
」
実
務
法
律
時
報
一
九
七
一
年
三
号
二
二
三
頁
（
一
九
七
一
年
）
は
、
「
議
長
の
存
在
は
、
法
律

上
総
会
の
成
立
要
件
で
は
な
く
、
た
と
え
議
長
を
欠
い
て
も
そ
れ
だ
け
で
決
議
取
消
の
事
由
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ

　
る
。
し
か
し
、
法
律
上
の
要
件
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
会
議
体
た
る
も
の
が
意
思
決
定
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
、
議
長
な
り
、
あ

　
る
い
は
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
が
、
意
識
的
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
、
自
然
発
生
的
に
し
ろ
、
存
在
す
る
に
至
る
と
考
え
る
。

ハ　パ　パ　ハ　　

65432）　）　）　）　）

森
本
滋
・
前
掲
新
版
注
釈
会
社
法
二
三
七
条
ノ
四
注
四
（
五
巻
一
六
一
頁
）
。

高
鳥
正
夫
・
新
版
会
社
法
一
四
四
頁
（
一
九
九
一
年
）
は

倉
澤
康
一
郎
・
前
掲
会
社
法
改
正
の
論
理
一
七
九
頁
。

加
藤
一
郎
・
不
法
行
為
一
六
七
頁
（
一
九
六
四
年
）
。

民
法
七
一
五
条
の
使
用
者
責
任
に
つ
い
て
は
、
森
島
昭
夫

、
「
議
長
は
総
会
で
選
任
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
」

・
注
釈
民
法
七
一
五
条
W
（
一
九
巻
二
七
八
頁
）

と
す
る
。

（
一
九
六
八
年
）
）
。
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第
四
節
　
ま
と
め

　
株
主
総
会
の
議
長
に
つ
い
て
は
、
現
行
商
法
典
の
第
二
一
二
七
条
ノ
四
、
第
二
四
四
条
二
項
、
第
二
五
六
条
ノ
三
第
五
項
に
お
い
て
、

そ
の
選
任
と
権
限
が
明
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
見
す
る
と
、
当
然
の
ご
と
く
「
会
社
の
機
関
」
と
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
学

説
を
調
べ
て
み
る
と
、
株
主
総
会
の
議
長
を
「
会
社
の
機
関
」
と
解
す
る
説
が
多
数
説
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
学
説

の
中
に
は
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
株
主
総
会
の
機
関
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
微
妙
か
つ
絶
妙
な
説
明
を
す
る
も

の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
会
社
の
機
関
」
で
あ
る
と
す
ぐ
さ
ま
断
言
す
る
に

は
何
ら
か
の
た
め
ら
い
が
あ
る
よ
う
に
も
想
像
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
た
め
ら
い
に
妥
当
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
株
主
総
会
の
議
長

は
、
「
会
社
の
機
関
」
で
は
な
い
と
断
言
す
る
反
対
説
に
与
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
会
議
体
と
し
て
の
株
主
総
会
は
、
会
社
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
、
組
織
を
活
動
さ
せ
る
仕
組
上
の
地
位
と
し

て
、
議
長
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
株
主
総
会
の
機
関
」

と
か
「
株
主
総
会
の
機
関
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
と
の
表
現
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
が
実
体
を
良
く
示
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

株
主
総
会
は
、
取
締
役
や
監
査
役
を
選
任
・
解
任
す
る
権
限
を
有
し
、
そ
れ
ら
役
員
に
よ
っ
て
は
理
不
尽
に
操
縦
さ
れ
な
い
自
己
完

結
型
の
独
立
の
統
治
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
株
主
総
会
の
議
長
を
株
主
総
会
の
枠
を
越
え
て
「
会
社
の
機
関
」
と
解

す
る
の
で
は
な
く
、
会
議
体
の
長
と
し
て
、
株
主
総
会
そ
れ
自
体
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
独
立
の
活
動
上
の
仕
組
と
解
す
る
の
が
妥

当
と
考
え
ら
れ
る
。
株
主
総
会
の
議
長
は
、
会
社
か
ら
の
直
接
の
監
督
を
受
け
ず
独
立
し
て
そ
の
職
務
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
株

主
総
会
と
い
う
「
会
社
の
機
関
」
を
構
成
す
る
株
主
よ
り
事
務
の
委
託
を
受
け
た
会
社
と
は
別
の
存
在
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
株

主
総
会
の
議
長
は
、
法
律
行
為
以
外
の
事
務
の
委
託
を
受
け
、
株
主
と
は
準
委
任
の
法
律
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
株

12



主
総
会
の
議
長
は
、
そ
の
独
立
性
と
自
己
の
裁
量
に
よ
る
活
動
ゆ
え
に
、
個
別
的
な
委
任
の
法
理
に
基
づ
き
自
分
自
身
で
個
人
責
任

を
負
担
す
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
株
主
総
会
の
議
長
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
、
法
人
の
不
法
行
為
能
力
に
関
す
る
民
法
四
四
条

や
使
用
者
責
任
に
関
す
る
民
法
七
一
五
条
に
基
づ
い
て
会
社
が
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
は
な
い
。
但
し
、
株
主
総
会
議
長
の
違
法
行

為
が
株
主
総
会
の
健
全
な
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぽ
す
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
決
議
の
暇
疵
の
一
種
と
し
て
決
議
取
消
事
由
に
な
り

得
る
。
そ
し
て
、
株
主
総
会
の
議
長
に
関
し
て
、
商
法
上
、
そ
の
選
任
や
各
種
の
権
限
が
明
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、

便
宜
の
た
め
で
あ
っ
た
り
、
会
議
体
の
通
則
か
ら
当
然
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
り
、
事
の
明
確
化
と
円
滑
化
の
た
め
に
方
便

と
し
て
条
文
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
条
文
存
在
を
根
拠
と
し
て
、
株
主
総
会
の
議
長
は
、
「
会
社
の
機
関
」

で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
一
一
年
九
月
一
二
日
稿
）

株主総会の議長の法的地位
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